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●コレクション・データ
時 代　弥生時代中～後期

調 査　大型臼　 唐古・鍵遺跡

 　　　　　　第 69 次調査

　　　　　竪杵　 　唐古・鍵遺跡

 　　　　　　第 63 次調査

発 見 年　大型臼 :1999 年／竪杵 :1997 年

大 き さ　大型臼 :直径 47.3 ㎝、高さ 48.1 ㎝

　　　　　竪杵 :長さ 119.3 ㎝、最大径 8.9 ㎝

展示位置　第 2室　「弥生の住まい」
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